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　 八千代こ ど も 親善大使一行が、 １ 月22日～29日に７ 泊８ 日の日程

でタ イ 王国バンコ ク 都を訪問し ま し た。 八千代市と タ イ 王国バンコ ク

都は、 平成元年から こ ど も 親善大使によ る 相互の交流を 続けており 、

今回で33回目の訪問と なり ま し た。
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　 今年度のこ ども 親善大使は、 市内の小学５

年生と 中学２ 年生を 対象に募集を 行い、 約

1,500人の中から 選ばれた小学生９ 人と 中学生

３ 人です。 昨年８ 月から 、 事前研修でタ イ に

ついて調べたり 、 タ イ 語の学習に取り 組むな

ど準備を進め、 八千代市と バンコ ク 都と の友

好の架け橋と し てバンコク 都を訪問し まし た。
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　 バンコ ク 都知事や都議会議長への表敬訪問

では、 都知事や議長の前でタ イ 語で自己紹介

を行いま し た。 ま た、 タ イ で人気がある 日本

の食べ物やタ イ の産業、 日本に対する 印象な

どについて質問し ま し た。

　 学校交流会で訪問し たバーン チャ ン 校で

は、 日本と タ イ の国旗を手にし た児童・ 生徒

から 歓迎を受け、 伝統舞踊や料理、 ムエタ イ

などさ ま ざまな授業を体験し ま し た。 初めて

見る 楽器や見慣れない文字の書き 取り など、

タ イ の児童・ 生徒に教わり ながら 、 交流を通

し て互いの国への理解を深める こ と ができ ま

し た。 八千代こ ども 親善大使から は、 日本に

関する ク イ ズやソ ーラ ン節を披露し 、 会場は

大いに盛り 上がり ま し た。
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　 親善大使は３ 泊４ 日のホームステイ も 経験

し 、 家族の一員と し てタ イ の生活に触れる 貴

重な体験も でき まし た。 温かく 迎えてく れた

ホスト ファ ミ リ ーと 、 心の触れ合いを通じ て

絆を深めら れま し た。 最後の夜にはさ よ なら

パーティ が催さ れ、 交流の証と し て歌い継が

れてき た「 心に花を」 を歌い、 互いに別れを

惜し みまし た。

　 ２ 月16日に開催さ れた帰国報告会では、 お

互いの文化を知って認め合う こ と の大切さ を

周囲の人たちにも 伝えていき たいと 、 力強く

語る 姿があり ま し た。 勇気を持って新し いこ

と に挑戦し 、 仲間と 一緒に広い視野で日本や

世界について考え、 大き く 成長し た親善大使

たち。 ジェ スチャ ーなどで思いを伝えていく

う ちに、 お互いを理解する こ と ができ 、 友情

が芽生えま し た。 こ ど も 親善大使を 通じ て、

日本と タ イ 王国に広がる 友情の輪は、 こ れか

ら も 広がり 続けます。
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▲ バーンチャン校では、 たくさんの人に歓迎されました

こ の特集のお問い合わせは

シティ プロ モーショ ン 課 ４ 2 1 -6 7 0 3 へ

▲ バンコク都知事訪問時の記念撮影 ▲ アユタヤ遺跡でタイの歴史に触れました

▲ さよならパーティーでは両国の言葉で一緒に歌いました

▲学校交流会では、 伝統楽器の体験やタイ語の書き取り練習などを行いました

　 楽し かったこ と も 、 大変だったこ と も

たく さ んあったタ イ への派遣で、 私はさ

ま ざま なこ と を学びまし た。 その中でも

一番大切なこ と は「 繋がる こ と に言葉は

必要ない」 と いう こ と です。 日本へ帰る

前日、 タ イ の子と 一緒に踊ったり 歌った

り し て最後のひと と き を 楽し みま し た。

短い期間だったけれど 、 いろいろな想い

が込み上げ涙が溢れてし ま いまし た。 タ

イ の子は何も 言わずに、 ただただ抱き し

めてく れま し た。 そこ に言葉はあり ませ

んでし た。 言葉と は一見繋がる こ と に不

可欠なツールにみえても 、 実はそう では

ないこ と に気づく こ と ができ まし た。

　 今回タ イ を訪れたこ と は、 私にと って

言葉や形に表せない大切な思い出です。

親善大使代表

　 　 八千代中学校２ 年

　 　 宮川　 結衣さ ん


